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今回の実践に向けて

・自分のひらめきを形にしていく活動を重視すること。
・学習内容を科学的営為と関連付けて捉えられるようにする。
・生徒が科学者のような活動に取り組むようにする。
・自他の考えを批判的に吟味して考えを精査していく。

内容 NOS

自律的な学び
（探究重視）



今回の実践に向けて

・なんでこうなるんだ？？
・きっと、こういうことだろうな。

・あれ・・・、おかしいぞ・・・
・おっ！！これで考えが少し証明されたかも！

・考え方を違うものに変えて、やり直してみよう
・さらに詳しく、（ ）をして調べてみよう

揺さぶりをかける（認知的葛藤・不協和）

自由に探究する活動の保証

ひらめきを基に、自律的
な学びを促す



自分のひらめきを基に・・・

実際に自分で実験方法・実験条件を設定してすす
める。

実際に自分で設計し、作成を行う。



自分のひらめきを基に・・・

生徒の主観的な捉えのみで
終わってしまうという課題

客観的な【ひらめき】を学ぶ機会をつくる







NOSって何！？

PISA 2025 SCIENCE FRAMEWORK(OECD,2023)
＊中込が訳したもの

・現象を科学的に説明する。
・科学的調査のための設計を構築，評価し，科学的データ
と根拠を批判的に解釈する。

・意思決定と行動のために科学的情報を調査，評価，活用
する。

科学の能力

科学的実践を行うために必要
な手続きと実践に関する知識

科学的な営みを構成する要
素やその定義に関する知識

Nature of Science
(NOS，科学の本質)



NOSって何！？

コンセンサス・ビュー McComas(2020)が提唱している要素の一部

NOSの要素 概要

証拠の重要性
科学の基本的な条件は，最初に科学的調査を行うきっかけとなる証拠と，科学的
証拠を裏付ける証拠の両方が存在することである。

理論と法則の区別
法則とは自然界の一般化，原理，パターンであり，理論はそれらの一般化を説明す
るもので，法則は発見され，理論は発明される。同様に観察と推論は区別される。

科学の方法
科学には多くの共通の方法があるが，単一の決まりきった科学的方法やプロセス
はない。

創造性の役割 個々の科学者やチームの創造性だけが，法則の発見や理論の発明を可能にする。

主観性・理論負荷性
科学者も理論に基づき正解を観察しており，私たちと同じレベルの主観性
（完全な客観性の欠如）を持っている。

社会・文化との
相互作用

人間が科学的な仕事をし，様々な形でお互いに関わりあうことで，すべての
科学的な仕事がこうした人間の相互作用に影響を受ける。



学校の理科学習で考えて見ると・・・

今回の実験方法だけで，本当に結論を出して良いのだろうか。
もっと帰納的にアプローチした方が良いかもしれない。

理論的に考えると，○○○というように考えるのが妥当だけど，自分は
▲▲▲って考えて見るのも良いと思う。

NOSって何！？



NOSって何！？

【米国】NGSS (Next Generation Science
Standards) において，注目するNOSの要素
を示し，K-12の各段階におけるNOSの理
解の具体的な姿が示されている。

【 英 国 】NC (National curriculum in
England: science programmes of study) では，
４段階に分けられた各キーステージにお
けるNOSの理解の姿や，理解を促すアプ
ローチ方法が明記されている 。

【日本】学習指導要領にNOSに関する明
記はなく，授業実践でも取り扱わること
はすくない。

国立教育政策研究所（2016）

NOSの位置付けと理解度
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本実践の位置付け

内容

・化学電池の現象が、どのように生じてい
るのか自分の考えを見出す。

カエル電池・
ホタテの観
察から

マグネシウ
ム電池の製
作から

他者との議
論から

NOS

・人それぞれ主観性があって、結果
の捉え方が違う。
【主観性・理論負荷性】

・最初に考えていた科学者の考え
は違うのかもしれない。
【科学の暫定性】

・どのようにして自分の考えを証明
できるだろうか。
【科学の方法】



本時以降の展開
時間 内容

２
ガルバーニの考えに異を唱えたボルタの考えを基にして、ボルタが開発した電池が

どのようなものか創造的に検討し，作成するための見通しを計画する。 

３・４
第２時で立てた計画から，ボルタの考えを基にした化学電池を作成する。
各グループが作成したものを発表し，成果物の共通点・相違点についてまとめる。 

５
実際のボルタ電池について学ぶ（ボルタ電池の作成を含む）。
ここまでの科学的な探究の過程を振り返る。 

６
ボルタ電池の長所・短所についてまとめ，ボルタ電池の短所を克服するための電池

を設計するための計画を立てる。 

７・８
第６時で立てた計画を基に，電池を作成する。
各グループが作成したものを発表し，成果物の共通点・相違点についてまとめる。 

９
ダニエルが，ボルタ電池のどのような問題点を改善しようとして電池を開発したか
に注目し。ダニエル電池の具体について学ぶ（ダニエル電池の作成を含む）。
ここまでの科学的な探究の過程を振り返る。 

10
空気マグネシウム電池の仕組みについて考察し，どのような背景から開発されたの
かを考える。 



本時以降の展開



NOSについて振り返る活動


